
重点項目
評価委員

評　　価

○ 　各種学力検査等の結果を分析し、「分かる・できる」授業を展開する。 ○ 全国学力・学習状況調査及びみやざき学習状況調査、ＮＲＴの結果を分析し、誤答の傾向を捉え、

授業改善に生かした。当該学年では、過去問題に取り組ませ、出題の傾向を掴ませながら理解を深

めることができた。

○ 　授業改善のチェックポイントを意識した「相互参観授業」を実施する。 ○ 児童生徒にとってわかりやすい授業ができるように、小中学校職員がお互いの授業を参観し、良

かった点や改善点を指摘することができた。

○ 　校長・教頭による授業参観を日常的に行う。 ○ 授業力を高めるために、校長・教頭が授業を参観し、児童生徒の取り組む意欲を把握するととも

に、授業の中で気づいたことをフィードバックすることができた。

○ 児童生徒がＩＣＴを活用し、情報活用能力（集める・まとめる・伝える）力を高めることができ

た。また校内研修として実践的な研究に取り組むことができた。

○ 授業でＩＣＴを活用することで、時間を生み出すことにつながり、学習のまとめや学習した内容の

復習の時間確保につなげることができた。

○ 　「家庭学習の心得」や「家庭学習の手引き」を活用し、保護者の意識高揚を図

る。

○ 校内テスト前に「チャレンジ・スタディ・ウィーク」を設定し、メディアの利用を控え、学習に集

中する期間を設けるなど学校と家庭が連携した取組を行った。（中学校）

○ 　「学習コンクール」の実施と結果や家庭での取組の紹介による保護者の家庭学習

への啓発を図る。

○ 「学習コンクール」を実施し、結果を家庭へ報告し、保護者に家庭学習の啓発を図ることができ

た。（小学校）

○ 　児童生徒の学力に応じた課題と復習を推進する。 ○ 児童生徒の発達段階と理解度を考慮しながら課題を提示したり、復習させたりしながら学力を高め

る手だてを講じることができた。

○ 　地域のボランティアによる小学生への読み聞かせを定期的にする。 ○ 「おはなしの森」の方々に、朝の時間帯に本の読み聞かせを行っていただいた。（小学校）

○ 　小学生による相互読み聞かせを定期的に実施する。 ○ 低学年の児童が興味を持つような本を高学年の児童が選び、相互読み聞かせ活動を計画していた

が、新型コロナウイルス感染拡大防止のため自粛した。代わりに、学級担任による読み聞かせを

行った。

○ 　図書館の配架や掲示物を工夫し、児童生徒が来館したくなるような設営を行う。 ○ 委員会活動や職員、支援員で図書館の環境整備やしおりの作成、本の修復等を行い、読書活動の推

進を図ることができた。

○ 　読書アンケートを実施し、児童生徒が読みたい本を増やす。 ○

○
読書アンケートを行い、児童生徒が読みたい本を増やすことができた。

「図書だより」や「保健だより」でおすすめの本を紹介した。

○ 　地域人材を活用した「ふれあい教室」を実施する ○ 「ふれあい教室」では、地域の方にご協力いただき、有意義な学びの時間を得ることができた。今

後も継続していきたい。（小学校）

○ 　「上野ハローワーク教室」や「職場訪問」「職場体験学習」を実施する。 ○

○

児童のアンケートをもとに北部教育事務所と連携を図りながら、様々な職種の方に来校していただ

き、仕事の具体的な内容や、やりがい等の話をしていただいた。（小学校）

町内の事業所の協力により、新型コロナウイルス感染症予防対策を講じながら職場訪問ならびに職

場体験学習を実施することができた。(中学校)

○ 　校内で、道徳の授業を参観し、授業力を向上する。 ○

○
年間指導計画に基づいて「道徳」の授業を行っている。

「相互参観授業」で行った道徳の授業を参観し、事後研究会で授業力の向上を図った。

○ 　参観授業で道徳の授業を行う。 ○ 複数の学級担任が、参観日の授業で「道徳」の授業を行った。（小学校）

○ 　「お米学習」や「おいも学習」「礼法指導」などの体験学習を行う。 ○ 地域の協力で体験活動（芋・米作り・ふれあい教室）や講話（上野ハローワーク・職場訪問、立志

式）など充実した教育活動を提供でき、ホームページや新聞、町広報、テレビ放映等で紹介でき

た。

○ 　沖縄県豊見城村との交流学習を実施し、「エイサー」を通して地域との交流を図

る。

○ 豊見城のジュニアリーダーとオンラインで交流し、エイサーの取組を発表したりジュニアリーダー

から指導を受けたりした。またそのことを小中合同文化発表会で発表した。

○ 　学期１回の教育相談や毎月の「いじめ等アンケート」を実施する。 ○

○

学期1回教育相談を行うことで、本人が抱えている悩みを聞き出し、解決に向け親身に寄り添うこ

とができた。

いじめアンケートを毎月、教育相談を毎学期実施し、児童生徒の悩みや困り感の解消に速やかに対

処することができた。

○ 　「こころの委員会」を毎月実施し、配慮や支援が必要な児童生徒の情報を共有

し、組織として対応する。

○ 「こころの委員会」を毎月実施し、職員間の情報交換を行い、保護者と連携して不登校やいじめの

防止に努めることができた。

小学生と中学生が交流し、合同

で取り組む活動・行事の充実

○ 　運動会や学習発表会、玄武タイムなどの合同行事を通して、年下への思いやりを

育んだり上級生としての自覚をもたせる。

○ 運動会や文化発表会、玄武タイムなどの合同行事を通して、年下を気遣う思いやりや上級生として

下級生を引っ張っていこうとする、リーダーシップを身につけさせることができた。 3.2

○ 　「上野流清掃の心得」を清掃前に放送で聞き、無言清掃の質を高める。 ○ 清掃時には、始めの会や終わりの会を実施し、「気づき清掃」や「無言清掃」にしっかり取り組

み、質を高めることができた。また、縦割り清掃を実施して異学年交流やリーダーシップの育成を

図った。

○ 　児童生徒の作品や各種大会・コンクールの賞状を掲示し、掲示教育を充実させ

る。

○

○

職員室前廊下に児童生徒が受賞した賞状（のコピー）を掲示することで、一人一人のモチベーショ

ンを高めることができた。

様々なコンクールや検定、さらにはコンテストの案内なども廊下や階段に掲示することで、児童生

徒の関心を高めることができた。

3.2

〇　児童生徒が一生懸命授
　業に取り組んでいる様子
　が授業を参観して感じ取
　られた。

〇　タブレットを巧みに操
　作しており、ＩＣＴの活
　用も効果的になされてお
　り良かった。

〇　地域の方々のご協力も
　あり、学校としても地域
　との連携を図りながら努
　力していると感じた。

〇　新型コロナウイルス感
　染症が落ち着き第5類と
　なった後の取組にも期待
　している。

3.3

キャリア教育の推進 3.2
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特別の教科「道徳」の授業の充

実

3.0

3.1

豊かな心を育む教育の充実

教育相談の充実

環境教育の充実 3.0
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学

び
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り

個に応じた授業づくり 3.1

3.1

ＩＣＴを活用した授業づくり

○ 　一人一台タブレットを活用した授業実践と一人一台タブレットを活用した「相互

授業参観」を実施する。
3.2

家庭学習の充実 3.0

読書活動の推進 2.9
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評価委員

評　　価
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○ 　体力向上プランを作成し、体育や保健体育の授業を中心に活用し、児童生徒の体

力向上を図る。

○ 体力テストの経年変化を確認し、体力向上に向けて、朝の活動や授業での取り組み等、工夫しなが

ら体育的活動を行うことができた。

○ 　小中合同運動会や体育的行事の充実を図る。 ○ 新型コロナ感染症予防対策を講じながら、小中合同運動会や持久走記録会等を実施することができ

た。

○ 　外遊びを奨励し、自力登校を推進する。 ○ 新型コロナウイルス感染症が落ち着いてきたことを受け、昼休みは運動場で遊ぶ児童・生徒が増え

た。自力で登下校する生徒も多い。

○ 　交通教室や避難訓練を実施し、自ら危険を回避する能力を育成する。 ○

○
災害等有事に備えた「引渡し訓練」を実施することができた。

避難訓練（不審者・地震・火災）を行い、自分の身は自分で守る意識を高めさせることができた。

○ 　安全点検を月1回実施する。 ○ 毎月の月はじめに職員による安全点検を実施し、危険箇所と修復すべき箇所の確認を行い、事故の

未然防止に努めることができた。

○ 　児童生徒が自分で作る「みやざき弁当の日」を実施する。 ○ 「お弁当の日」を年間計画に位置づけ、栄養教諭からの事前学習を行うなど、発達段階に応じた弁

当づくり計画することができた。

○ 　食育の年間計画を実施する。 ○ 食に関する指導として感染対策を講じながら「味覚」の授業を行うことができた。（小学校）

○ 12/9宮崎から講師を招き、高千穂に伝わる神話や伝統芸能について学ぶ「記紀みらい塾」を行い、

神話の町高千穂について学びを深めることができた。(中学校)

○ 小６の「上野の良さを知る学習」では、牛舎の見学や全国和牛能力共進会に出場した佐藤悟様の講

演を実施した。

○ 　「ＧＩＡＨＳ（世界農業遺産）」を題材とした授業を行う。 ○ 小学６年生と中学１･２年生が環境教育として美郷町の「森の科学館」「林業技術センター」を訪

問し木材加工や林業資源について学ぶことができた。（中学校）

○ 　「エイサー」や「棒術」「臼太鼓踊り」「神楽」を運動会や学習発表会で保護者

や地域の方に披露する。

○ 小中合同で文化発表会を開催し、棒術、神楽、上野臼太鼓踊り保存会による指導の成果を発表し、

エイサーも運動会と文化発表会で発表することができた。

○ 　伝統芸能の指導者の方との打合せ会を行い、児童生徒への指導を積極的に行う。 ○

○
７月７日に指導者の方との打合せを行い、児童生徒への熱心なご指導していただいた。

１０月２７日に指導者の方との反省会を行い、次年度に向けた確認を行うことができた。

○ 　「ふれあい活動」や「上野ハローワーク」、「職場体験学習」などの行事で、地

域の人材を積極的に活用する。

○ 地域の協力で体験活動（芋・米作り・ふれあい教室）や講話（上野ハローワーク・職場訪問、立志

式）など児童生徒に充実した教育活動を行うことができた。

○ 　参観日やＰＴＡ総会等を通して、保護者や地域の意見を積極的に学校運営に取り

入れる。

○ 学校行事の前に、ＰＴＡ執行部会や運営委員会を開催し、学校行事や地域行事への取組について協

議・確認することでスムーズな運営ができた。

○ 地域の伝統芸能である「上野臼太鼓踊り」や「神楽」を地域の行事で披露する予定だったが、新型

コロナウイルス感染拡大防止のため行事が中止となった。夜神楽には参加して舞うことができた。

○ ２月１１日にこども神楽の集いが高千穂神社の神楽殿で行われ、上野神楽を小学６年児童２名と中

学３年の生徒２名が舞い、下野神楽を小学６年児童２名が舞った。

○ 　ワーク・ライフバランスのとれた生活を実践し、退庁時刻を意識して、計画的に

業務に取り組む。

○ 水曜日を全部活動中止し、リフレッシュデーと位置づけ、原則として全員が定時退庁を目指す日と

している。

出退勤時間を毎日記録し、毎月の時間外勤務時間も集計し、指導助言するようにしている。

○ 　校内研修を充実させたり、校外での研修や質の高い授業を参観したりする。 ○ 年間を通して計画的に校内研修を行い、時には外部から講師を招くなどして、教職員として必要な

資質を高めることができた。

○ 　学級通信や学校だより、ホームページ等で情報を保護者、地域に発信する。 ○ 学校ホームページは、毎日学校の取組を紹介し、教育活動や児童生徒の様子をタイムリーに発信す

ることができた。

学級通信は、学級の様子や学校の行事予定などを学級担任の思いを交えながら発行できた。

○ 　学校図書館を地域に開放する。 ○ 年度途中まで開放していたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、様々な教育活動が制限さ

れたことを受け、地域への開放は休止している。

正確な文書の適切な時期の発送
○ 　学校行事やＰＴＡ活動等の年間計画を作成し、文書発送の期日や担当者を明確に

する。

○ 今年度の運動会の案内に不手際があり、ＰＴＡならびに地域からの信頼を損なう状況を招いてし

まった。校内での確認を徹底し、今後の再発防止に努めていきたい。 2.2

〇　歩いて登下校している
　児童や生徒が増えてきて
　いる。

〇　コロナ対策にしっかり
　取り組みながら、小中合
　同運動会やマラソン大会
　などを開催するなど努力
　が見られた。

〇　良くできていた。特に
　小学生の棒術やエイサー
　そして中学生の神楽や上
　野臼太鼓踊りといった伝
　統芸能を受け継ぐための
　取組を学校としてしっか
　り支援できていた。

〇　学校から配付される文
　書に誤りがあったのは、
　残念だった。厳しい評価
　となっているが、引継ぎ
　と確認をして配付するこ
　とを徹底してほしい。
〇　改善して良くなってほ
　しいという期待も込めて
　この評価となった。

信

頼

さ

れ

る

学

校

づ

く

り

教育の質の向上と児童生徒の教

育の充実
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食育に関する指導の充実 2.8
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ふるさと学習の充実

○ 　校外学習や総合的な学習の時間に、ふるさとを知る活動や見学、講話などを行

う。

3.2

○ 　地域行事に積極的に参加し、伝統芸能を継承したり、行事の計画や準備に加わっ

たりする。

3.0 3.0

体
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体力向上の推進 3.2

健康・安全教育の充実


